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                         R６年  １月号 あおぞら保育園 

明けましておめでとうございます。 

お正月には、お雑煮やおせち料理など、召し上がりましたか？ 

１月は、「天も地も人々もゆったりとなごみ、仲睦まじく過ごす月（＝睦月）」といわれてい 

ます。 

家族で新年を迎えられた喜びを分かち合い、新たな気持ちで１年をスタートしましょう。 

給食室一同、子どもたちに喜んでもらえるような給食作りをめざして頑張ります！ 

今年もよろしくお願いいたします。 

 

田作り・・・豊年豊作祈願（江戸時代に高級肥料として片口いわしが使われていたことから） 

紅白なます・・・お祝いの水引をかたどったもの 

 

七草がゆ  
 

七草がゆは、もともとは中国の風習で、春の七草をかゆに煮込んで、神に供えるとともに家 

族で食べ、万病・邪気をはらうために行われた行事でした。 

芽ぶきのエネルギーをもらって、無病息災の願いを込めておかゆを炊きます。 

七草の菜葉には、ビタミンＡ、Ｂ、Ｃ、そしてカルシウムなどミネラルが豊富に含まれてい 

ます。お正月のごちそうで負担がかかっている胃にぴったりの食事です。 

 

鏡もちのいわれ  

 

鏡もちの飾りにはそれぞれ意味があります。 

裏白（うらじろ＝シダ）・・・古い葉とともに新しい葉がしだいに伸びてくるので、久しく栄 

              えわたるという縁起をかつぐものです。 

ダイダイ（ミカン）・・・代々栄える 

ユズリハ・・・家系が絶えずに続く   コンブ・・・喜ぶ 

くしガキ・・・柿は長寿の木であり「幸せをかき集める」などといわれ縁起ものとされてい 

       ます。 

 

 

 

 

 

１１日は鏡開きの日です。 

飾っておいた鏡もちをお雑煮やおしるこなどにして家族で食べましょう。 


